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生
涯
学
習
課

◎
12
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
1
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
12
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
感
染
症
と
教
育
委
員
会
お

よ
び
学
校
行
事
に
つい
て

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
児
童
生
徒
と
そ

の
家
庭
状
況
の
把
握
に
つい
て

•
特
色
あ
る
昭
和
教
育
の
た
め
の
重

点
校
指
定
に
つい
て

•
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
有
償
化
に
つい
て

•
今
後
の
地
域
学
校
協
働
本
部
体
制

に
つい
て

•
県
及
び
町
職
員
の
年
度
末
人
事
異

動
に
つい
て

•
押
原
中
学
校
増
築
工
事
進
捗
状
況

に
つい
て

•
教
育
委
員
会
の
仮
移
転
に
つい
て

•
風
土
伝
承
館「
杉
浦
醫
院
」の
今
後

に
つい
て

•
修
学
旅
行
業
者
の
選
定
に
つい
て

•
中
学
校
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
主
な
事
業
予
定
に
つい
て 

他

教
育
委
員
会

　

ふ
れ
あ
い
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
、
地
域
の
小
さ
い
子
ど
も
や
小

学
生
と
関
わ
る
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
さ
い
子
ど

も
と
関
わ
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
の

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ヨ
ー

ヨ
ー
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
渡
し
た

と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
「
あ

り
が
と
う
」
は
、
私
ま
で
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。
同
じ
学
校
の
他
学
年

の
人
や
高
校
生
と
も
関
わ
り
、
色
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
、
お
祭
り
の
裏
方
を
や
る

機
会
も
な
い
の
で
、
地
域
の
方
々
が

私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
た
め

に
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
が
ん

ば
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
少
し
は
力
に
な
れ
て
い
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

５
年
ぶ
り
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
で
多

く
の
方
と
関
わ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
色
々
な
笑
顔
を
見
れ
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
ま
で
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
に
、
地
方
病
の
体
験

や
ホ
タ
ル
の
記
憶
な
ど
を
ま
と
め
た

『
地
方
病
を
語
り
継
ご
う
│
流
行
終

息
宣
言
か
ら
25
年
─
』
を
発
刊
し

ま
し
た
。

　

こ
の
本
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、
直
接
話
を

し
て
も
ら
う
（
話
を
聞
く
）
こ
と
も

と
て
も
重
要
な
貴
重
な
機
会
に
な
る

だ
ろ
う
と
考
え
、「
語
る
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
を
、
昨
年
７
月
２
日
に

行
い
、
12
月
３
日
に
は
、
第
２
回
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
地
元
、
昭
和
町
の
長
谷
川

幸
廣
さ
ん
（
西
条
二
区
）、
齊
藤
進

さ
ん
（
西
条
新
田
区
）、
の
お
二
人

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
に
は
、
様
々
な
事
業
が

再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
育
成

会
も
あ
い
さ
つ
運
動
の
旗
を
揚
げ
、

「
朝
の
あ
い
さ
つ
ふ
れ
合
う
心
」
を

合
言
葉
に
運
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
は
日
常
的
に
継
続
さ

れ
る
も
の
で
す
の
で
、
地
域
を
巻
き

込
ん
で
の
活
動
を
再
開
す
る
予
定
で

い
ま
す
。

　

次
に
、「
押
越
初
穂
祭
り
」
に
、

押
越
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
押
越
高
生
連

と
連
携
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
区
の

祭
り
も
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
減
少
や
各

種
団
体
の
参
加
状
況
が
変
化
し
た
こ

と
も
あ
り
、
中
学
校
・
高
生
連
保
護

者
が
共
同
出
店
（
初
穂
餅
・
焼
き
そ

ば
・
飲
み
物
）
を
運
営
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
保
護
者
が
事
前
に
調

理
を
し
な
が
ら
打
ち
合
せ
を
行
う
こ

と
で
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
中
学
校
・
高
校

生
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
に
は
、「
私
の
地
方

病
体
験
」
と
題
し
て
、
ご
本
人
が
５

回
も
地
方
病
に
な
っ
た
こ
と
や
当
時

の
地
域
の
様
子
な
ど
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

齊
藤
さ
ん
は
「
溝こ

う
き
ょ渠
対
策
に
取
り

組
ん
で
」
と
題
し
て
、
当
時
役
場
職

員
と
し
て
、
水
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
事
（
溝
渠
事
業
）
に
関
わ
っ
た
経

験
な
ど
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
回
目
同
様
、
30
数
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ

れ
、
盛
況
の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

地
方
病
関
係
者
や
罹
患
者
の
高
齢

化
と
と
も
に
、
地
方
病
は
忘
れ
さ
ら

れ
、
風
化
し
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で

す
。
こ
の
会
を
通
し
て
、
地
方
病
を

語
り
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
町
民

の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

甲
府
昭
和
高
校
の
研
修
旅
行
（
修
学
旅
行
）
は
、
４
年
ぶ
り
に
沖
縄
へ
行

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
12
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
4
日
間
、
美
し
い
自

然
や
歴
史
の
跡
な
ど
に
触
れ
、
感
動
と
学
び
を
友
達
と
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
押
原
中
学
校
出
身
の
ふ
た
り
に
旅
行
の
思
い
出
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
横よ

こ
も
り森 

日ひ

び

き
々
生 

さ
ん

　

沖
縄
の
海
は
と
て
も
透
き
通
っ
た
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
で
し
た
。
サ
ン
ゴ
礁
や

カ
ラ
フ
ル
な
熱
帯
魚
を
至
近
距
離
で
見
た

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
は
特
別
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
、
食
べ
る
こ
と
が
大
好

き
な
の
で
、
様
々
な
沖
縄
料
理
を
食
べ
、

お
い
し
さ
や
美
し
さ
を
友
達
と
共
有
で
き

た
の
は
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

　
　
中な

か
む
ら村 

咲さ

き妃 

さ
ん

　

鍾
乳
洞
が
思
い
出
深
い
で
す
。

C
A
V
E 

O
K
I
N
A
W
A
は
方
言
で

「
ぬ
ち
し
ぬ
じ
ガ
マ
」
と
い
い
、
命
を
し
の

い
だ
洞
窟
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
思
議

な
形
の
鍾
乳
石
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

神
秘
的
な
美
し
さ
で
し
た
。
沖
縄
の
歴
史

や
自
然
、
伝
統
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と

て
も
楽
し
い
４
日
間
で
し
た
。

　

令
和
５
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ
き

ま
し
た
。
小
学
校
は
３
月
18
日
に
、

中
学
校
は
３
月
22
日
に
給
食
が
終
了

と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
年
間
、

給
食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
も
最
後
ま
で
、
美
味
し
く

安
全
な
給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
の
皆
さ
ん
は
残
り
少

な
い
給
食
に
な
り
ま
す
。
卒
業
後
も

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
時
々
、
給
食
の

こ
と
も
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

一
年
間
の
給
食
費
は
４
月
か
ら
翌

年
２
月
ま
で
の
11
か
月
で
納
め
て
い

た
だ
き
、
該
当
月
の
月
末
に
口
座
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。
残
高
不
足

に
よ
り
引
き
落
と
し
不
能
と
な
ら
な

い
よ
う
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
登
録
の
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
口
座
振
替
へ
の

移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
昭
和
町
で
は
２
台
の
配
送

車
で
給
食
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
配
送
車
の
荷
台
の
左
右

に
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ

ン
は
、
各
小
学
校
の
給
食
委
員
と
押

原
中
学
校
の
美
術
部
の
皆
さ
ん
が
考

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ど
の
作
品

も
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
町
で
見
か
け
た
ら
、

是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

作
品
を
描
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

   

今
年
度
の
高
生
連
の

   

活
動
か
ら

  

第
２
回「
地
方
病
を
語
る
会
」

  

活
動
紹
介　
押
越
区

  

沖
縄
へ
の
研
修
旅
行

  

給
食
は
い
か
が
で
し
た
か

  

給
食
費
に
つ
い
て

  

配
送
車
に
看
板
が

  

設
置
さ
れ
ま
し
た

昭
和
町
民
会
議

給
食
セ
ン
タ
ー

甲
府
昭
和
高
校

～ 船上でクラスメートと食事 ～
右 : 横森さん

～ ホテルにて ～
左 : 伊坂碧唯さん　右 : 中村さん

（ともに押原中学校出身）

鍾乳洞
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『  海にしずんだクジラ  』 『 小学生のおやくそく 』 『  あいまい・
　　　ぼんやり語辞典 』

メリッサ・スチュワート／作
ロブ・ダンラヴィ／絵

千葉茂樹／訳
BL出版

沼田晶弘／監修
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　石塚ワカメ／絵

KADOKAWA

森山卓郎／編
東京堂出版

　地球最大の動物クジラは、生涯を
終えると何年もかけて朽ち果ててゆ
きます。その間、様々な深海生物た
ちが集まってきます。肉を食べるも
の、骨を食べるもの、それらの生き
物を狙うもの…。
　終わりを迎えた命が豊かな生態系
を支える様子を描いたノンフィク
ションです。自然の営みの奥深さが
感じられます。

　小学校生活をスムーズに楽し
く過ごすために役立つ 38 のお
やくそく。生活・勉強・人間関
係。小学生だっていろいろあっ
てとっても大変。それらをあら
かじめ知ることは安心につなが
ります。
　小学校入学前の子どもさんだ
けでなく、新学年に上がる子に
もぴったりの 1 冊です。

　一度は聞いたことがある
であろう「行けたら行く」。
来るの？来ないの？と、モ
ヤっとした経験ありません
か。そんな日本語ならでは
の曖昧さ、ぼんやりさに切
り込んだ 1 冊です。
　相手にことばを正確に・
的確に伝えるって難しいで
すね…。

◦3月の休館日
  4日（月）、11日（月）
18日（月）、20日（水・祝）
25日（月）
29日（金・月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.190

◦0,1,2歳児のおはなし会　※定員予約制
　絵本、わらべうたなどをお楽しみください。
日 時　3月21日（木） 午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　5 組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　3月1日（金） 午前10時〜

◦おはなし会　※定員予約制 
　おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。
日 時　4月6日（土） 午前11時～
対 象　幼児〜小学生低学年
定 員　10 組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　3月3日（日） 午前10時〜

昭和町立図書館では、
・昭和町に関する資料　　　・昭和町にお住まいの方が書いた資料
・昭和町の昔を写した写真　・昭和町の地図　の収集を行っております。
上記の資料をお持ちの方で図書館にご寄贈いただける方は、一度図書館に
ご連絡をお願いいたします。

農地の賃借料について情報提供します

※3月の粗大ごみの日は25日（月）です。当日の朝6時30分～ 8時30分の間に、総合体育館駐車場へ出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

　本町の農地の賃借料の情報を提供いたします。賃借料を決定する際の判断材料としてご活
用ください。なお、この賃借料情報は実勢の集計値として提供するもので、拘束力はありませ
ん。実際の賃借料を決定する際は、貸し手と借り手の両者でよく協議して決定してください。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、犬
の
登

録
と
狂
犬
病
の
予
防
接
種
が
飼
い
主

に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。生
後
91

日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、下

記
の
日
程
を
ご
確
認
の
う
え
、最
寄
り

の
会
場
で
予
防
接
種（
毎
年
1
回
）を

受
け
て
く
だ
さ
い
。こ
の
機
会
に
受
け

ら
れ
な
い
場
合
は
、後
日
、病
院
で
予

防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、狂
犬
病
予
防
法
で
は
、犬
の

所
有
者
は
注
射
済
票
を
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。動
物
病
院
で
注
射
を

済
ま
せ
た
方
は
、証
明
書
と
手
数
料

（
５
５
０
円
）、集
合
注
射
の
お
知
ら
せ

の
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
の
う
え
、役
場
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。注
射
済
票
を
お

渡
し
し
ま
す
。

※
今
年
か
ら
注
射
料
金
が
改
定
さ
れ
、

３
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

※
集
合
注
射
の
際
は
、お
つ
り
が
出
な

い
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
飼
い
主
の
都
合
の
よ
い
日
時
・
場
所

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

実施日 実施場所 時　間

4月17日（水）
清 水 新 居 区 公 民 館 　午前   9 : 30 〜 10 : 15
築 地 新 居 区 公 会 堂 　午前 10 : 45 〜 11 : 30
常永ゆめ広場（常永小南） 　午後  　1 : 30 〜  　3 : 00

4月18日（木）
西 条 二 区 第 １ 公 会 堂 　午前   9 : 30 〜 10 : 30
紙 漉 阿 原 区 公 会 堂 　午前 11 : 00 〜 11 : 45
西 条 一 区 公 会 堂 　午後  　1 : 30 〜  　3 : 00

4月21日（日） 昭 和 町 総 合 体 育 館 　午前   9 : 00 〜 11 : 30

令和6年度　犬の登録及び狂犬病予防集合注射の日程

犬の登録や予防接種にかかる費用（集合注射の場合）
注射料金 注射済票代 合　計
3,100円 550円 3,650円

令和5年1月から令和5年12月までに締結(公告)された賃借料水準(年間・10aあたり)

※使用貸借(無償による貸借)や生産物支払等は集計対象から除いています。※区分は「利用する作目」により分類してあります。

（未登録の方は、登録手数料が別途3,000 円かかります）
※犬を車に乗せたままの注射（ドライブスルー方式）に、ご協力ください。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

区　分 平均額 最高額 最低額 集計対象件数 集計対象外件数
使用貸借 生産物支払等

水 稲 6,689円　 11,136円 2,653円 16件(25筆)　 9件(22筆)　 4件(8筆)　
水稲以外 11,387円　 24,213円 4,705円 14件(30筆)　 5件(5筆)　 0件(0筆)　
全 体 8,881円　 24,213円 2,653円 30件(55筆)　 14件(27筆)　 4件(8筆)　
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その231国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

　

年
度
末
に
な
り
、
就
職
や
転
職
、
退
職
な

ど
様
々
な
こ
と
が
切
り
替
わ
る
時
期
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
年
金
も
取
得
や
喪
失
等
の

手
続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
年
度
の
変
わ
り
目
に
多
い
手
続
き
を

紹
介
し
ま
す
。
手
続
き
の
種
類
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

　

下
記
の
※
部
分
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

る
場
合
は
資
格
喪
失
証
明
書
等
を
持
参
し
て
、

役
場
町
民
窓
口
課
国
保
年
金
係
へ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
健
康
保
険
証
の
資
格
を
喪
失

し
た
方
は
国
民
健
康
保
険
加
入
の
手
続
き
も

同
時
に
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
届
出
の
際
に
雇
用
保
険
の
退

職
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
離
職
票
等
を
持
参

い
た
だ
け
れ
ば
、
失
業
に
よ
る
特
例
免
除
の

申
請
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
の
詳
細
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
役
場
町
民
窓
口
課
ま
た
は
竜

王
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
町
民
窓
口
課
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

竜
王
年
金
事
務
所
（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

よ
く
あ
る

国
民
年
金
の
手
続
き
の
紹
介

第１号被保険者第１号被保険者
（自営業、学生等）

第第 22 号被保険者号被保険者
（会社員、公務員等）

第第 3 号被保険者3 号被保険者
（会社員 · 公務員等に扶
養されている配偶者）

自営業 · 自由業 · 農林業
業 · 学生 · フリーアルバイ
ター · 無職等の人で 20 歳
以上 60 歳未満の人

厚生年金に加入している
会社員や公務員等で就職
時～ 65 歳未満の人

第２号被保険者に扶養さ
れている配偶者で 20 歳
以上 60 歳未満の人

会社員や公務員等になった第２号被保険者 になります。
新しい勤務先へ届出をしてください。

第２号被保険者である配偶者
に扶養されるようになった

第３号被保険者 になります。
配偶者の勤務先へ届出をしてください。

会社等を退職した

会社員や公務員等になった

配偶者が会社等を退職した

配偶者の扶養からはずれた
（離婚や収入増など）

※第１号被保険者 になります。
役場町民窓口課へ届出をしてください。

会社等を退職し、第２号
被保険者である配偶者に
扶養されるようになった

第３号被保険者 になります。
配偶者の勤務先へ届出をしてください。

第２号被保険者 になります。
新しい勤務先へ届出をしてください。

※第１号被保険者 になります。
役場町民窓口課へ届出をしてください。

　国民健康保険は、病気やケガをしたときに少額な負担で安心して医療を受けるための大切な
制度です。保険証（国民健康保険被保険者証）は、あなたが国民健康保険に加入しているという証
明書であり、医療機関にかかるときの受診券の役割も果たしています。
　現在お持ちの保険証の有効期限は令和6年7月31日となっています。
令和6年7月31日まではお手元の保険証をご使用いただきます。更新時
期が近くなりましたらお知らせいたしますので、それまで大切にご使
用ください。

国保国保だよりだよりNo.126

■ 問い合わせ　　町民窓口課　国民健康保険係　（☎ 275-8264）

国民健康保険
加入世帯 2,358世帯
被保険者 3,640人
令和6年１月末現在

●令和6年7月31日までに75歳になる方
　（後期高齢者医療制度へ移行）
※誕生日の前日が有効期限
	 　75歳の誕生日からは、後期高齢者医療制度へ

移行し、後期高齢者医療保険証になります。新し
い保険証は、国民健康保険証の有効期限前に役場
から簡易書留でお送りします。（手続き不要）

●令和6年7月31日までに70歳になる方
　（高齢受給者証と一体の保険証に変更）
※誕生月の末日が有効期限（１日が誕生日の方は前
　月末日が有効期限）
	 　70歳の誕生日の翌月（１日が

誕生日の方は当月）から高齢受
給者証と一体の保険証になりま
す。新しい保険証は、有効期限前
に役場から世帯主に簡易書留で
お送りします。（手続き不要）

下記に該当する方は有効期限が異なり 
ますのでご注意ください

 ●	学生用の遠隔保険証の発行
　※在学証明書、入学証明書等
 ●	職場の健康保険などへ
	 加入された方がいる世帯
　※職場の健康保険証等
 ●	その他、特別な事情が
	 ある世帯

次 の 場 合 は 保 険 証 と 必 要 書 類 を 次 の 場 合 は 保 険 証 と 必 要 書 類 を 
持って役場町民窓口課で手続きを持って役場町民窓口課で手続きを
行ってください行ってください

ただし、マイナンバーカードを
健康保険証として利用するため
にはマイナポータルより登録が
必要になります。

　ジェネリック医薬品は新薬と同等の効果が期待できるう
え、低価格に設定されています。みなさまのお薬代の負担を
軽減させるだけではなく、日本の医療保険制度を維持してい
くためにも、とても大切なお薬です。
　また、医薬品メーカーによってお薬を飲みやす
い形や大きさに変えるなどの工夫が図られていま
す。お医者さんと相談し積極的に活用しましょう。

　   同じ検査や診療の繰り返しは、身体の負担にな
るばかりでなく、医療費の増加にも繋がります。
重複していくつものお医者さんにかかるのでは
なく、 信頼のおける主治医を持ちましょう。

　   お薬手帳が何冊もあると、薬の重複や飲み合
わせなどが確認できず、 身体に害が生じること
があります。必ず一人一冊にまとめましょう。

ジェネリック医薬品にしてみませんか? ●主治医を持ちましょう

●お薬手帳は一人一冊にまとめましょう 

マイナンバーカードを健康保険証として
利用できる医療機関・薬局が増えています

詳しくは厚生労働省のホームページをご覧ください。

17   広報しょうわ　No.557 広報しょうわ　令和 6 年 3 月号   16



Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　

女
性
の
皆
さ
ん
は
、
女
性
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
今
ま
で

「
何
か
」
を
諦
め
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
か
。

　

例
え
ば
「
旅
行
な
の
に
生
理

が
ぶ
つ
か
っ
て
温
泉
に
入
れ
な
か
っ
た
」「
大
事

な
試
合
中
、
経
血
漏
れ
が
気
に
な
っ
て
集
中
で
き

な
か
っ
た
」
な
ど
で
す
。

　

私
自
身
も
、
試
験
に
集
中
で
き
な
く
て
も
我
慢

す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
の
「
何
か
」
は
、
旅
行
や
受
験
な
ど
10

～
20
代
の
自
分
が
連
想
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と

っ
て
「
何
か
」
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
い
う
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
波
に
ず
っ
と
揺
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。
一
生
の
中
で
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
上
昇
に

よ
り
初
経
が
起
き
、
低
下
す
る
と
閉
経
と
な
り
、

月
経
が
起
き
て
い
る
性
成
熟
期
で
は
毎
月
と
い
う

単
位
で
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
変
動
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
は
正
常
な
変
動
な
の
で
す
が
、
月
経

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
月
経
前
に
気
持
ち
が
落
ち
着

か
な
い
、
い
わ
ゆ
る
P
M
S
や
、
腹
痛
な
ど
の
症

状
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が
で
る
月
経
困
難
症

な
ど
の
症
状
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
多
産

で
あ
っ
た
昔
の
女
性
は
一
生
に
経
験
す
る
月
経
は

約
50
回
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
女
性

は
初
経
も
早
く
お
産
を
し
な
い
方
も
多
い
の
で
、

4
5
0
～
5
0
0
回
ほ
ど
月
経
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
代
を
生
き
る
女
性
も
十
分
に
す
ご
い

の
で
す
。
し
か
し
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
悪
者
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
て
、
子
宮
内
膜
へ
の
作
用
や
骨

量
の
増
加
な
ど
に
も
関
与
し
て
い
る
と
て
も
大
切

な
ホ
ル
モ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
医
療
の
力
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
手
助
け
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆

さ
ん
に
外
来
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
た

の
で
す
が
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
も
も
ち
ろ
ん
月
経
は

あ
り
ま
す
。
月
経
の
悩
み
の
せ
い
で
ベ
ス
ト
を
出

せ
な
い
、
ど
う
に
か
し
た
い
、
と
思
っ
て
い
て
も

指
導
者
に
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
方
も
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ス

リ
ー
ト
が
陥
り
や
す
い
症
状
と
し
て
、
無
月
経
も

あ
り
ま
す
。
運
動
量
が
多
く
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
っ

た
場
合
に
、
脳
が
指
令
を
出
し
て
月
経
を
止
め
て

し
ま
う
の
で
す
。
前
述
し
た
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
低

下
し
て
し
ま
う
た
め
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
に
繋
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
筋
力
の
低
下
、
免

疫
力
の
低
下
な
ど
に
も
関
与
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
頑
張
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
下
が
る
と
い
っ
た
悲
し
い
結
果
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

月
経
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
諸
症
状
、
月
経
が
な

い
こ
と
に
よ
る
諸
症
状
、
ど
ち
ら
も
女
性
に
と
っ

て
生
活
の
質
を
下
げ
て
し
ま
う
と
て
も
重
要
な
問

題
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、

悩
ん
で
い
る
多
く
の
女
性
の
力
に
な
れ
た
ら
幸
い

で
す
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

産
婦
人
科　
平
井 

聡
美　

女
性
特
有
の
悩
み
、
些
細
な
こ
と
で
も
産
婦
人
科
で
相
談
を
！

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　	【昭和町社会福祉協議会ホームページ】	 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1	 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 319 号

※各事業、事前申し込み制です。

【子ども食堂】
  2 日 (土)

【ふれあい教室】
  6 日 (水)いすヨガ

  8 日 (金)ゆがみ直し整体体操

15 日 (金)アロマとハーブの体験講座

22 日 (金) 3B体操

28 日 (木)脳トレ体操

【笑う！！健康体操教室】
  6 日 (水)・13 日 (水)

3 月の予定 e
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
車
両
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
社
会
生
活
の
利
便
性
の
向
上
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
目
的
に
、
当
会
所
有
の
車
両
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
利
用
手
続
き　

　
①�
事
前
（
最
大
１
か
月
前
ま
で
）
に
お
電
話
で
利
用
希
望
日
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
②�
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
※
申
請
時
に
印
鑑
及
び
運
転
免
許
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
※
営
利
目
的
等
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
※�

申
請
時
間
は
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

　
※�

土
日
、
祝
日
に
使
用
す
る
場
合
は
、
利
用
日
前
後
の
平
日
で
の
貸
出
及
び
返
却
と
な
り
ま
す
。

　
※�

車
両
の
破
損
や
故
障
、
備
品
を
紛
失
し
た
場
合
は
修
理
費
用
等
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
料

金　
　
無
料
（
有
料
道
路
や
駐
車
料
金
等
は
利
用
者
負
担
で
す
）

●
利
用
期
間　
　
原
則
と
し
て
３
日
間
ま
で
（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
利
用
限
度　
　
同
一
利
用
者
に
よ
る
１
か
月
間
の
利
用
回
数
は
４
回
ま
で

●
利
用
対
象
者

　
車
い
す
対
応
車
両

　
町
内
在
住
で
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
方
又
は
介
助
者

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
車
両

　

�

町
内
在
住
又
は
勤
務
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
へ
加
入
し
て
い
る
運
転
者

●
車
両
に
つ
い
て

　
車
い
す
対
応
車
両

　
フ
ァ
ン
カ
ー
ゴ　
定
員
2
名
+
車
い
す
の
方
1
名
ま
で

　

�

シ
エ
ン
タ
（
福
祉
車
両
）
定
員
5
名
+
車
い
す
の
方
1
名

ま
で

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
車
両

　
シ
エ
ン
タ
（
普
通
車
両
）
定
員
7
名
ま
で

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
交
流
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
e
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
e
ス
ポ
ー
ツ
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
性
別
問
わ
ず
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
今
年
度
は
ふ
れ
あ
い
祭
り
へ
の
出
展
や
各
地
区
サ
ロ
ン
、

や
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
へ
の
普
及
活
動
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ド
ル
や
ペ
ダ
ル
を
操
作
す
る
レ
ー
シ
ン
グ
ゲ
ー
ム
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
太
鼓
を
叩
く
音
楽
ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「フィッシング詐欺」に注意‼
①フィッシング詐欺とは

実在する金融機関やクレジットカード会社、ショッピングサ
イトなどを装った偽の電子メールやSMSを送信し、これらの
ホームページとそっくりの偽サイトに誘導して、IDやパス
ワード等の重要情報を入力させて詐取する行為のことで、最
近では、フィッシングにより不正に入手したIDやパスワード
等の重要情報を使い、インターネットバンキングに不正アク
セスして預貯金を不正に送金する事案が増加しています。

②被害防止対策
〇心当たりのない電子メールやSMSは開かない
　フィッシング詐欺被害のほとんどは、メールに添付（リンク）されたURLから偽サイ

トに誘導され、IDやパスワードを入力したことによるものです。
　不審なメールに添付されたURLからは、絶対にアクセスをしないでください。
〇パソコンやモバイル端末を安全に保つ
　OSやアプリ等のアップデートを行い端末の安全を保ってください。
〇携帯電話会社などが提供するセキュリティ設定を活用する
　メッセージブロック機能などを活用し、フィッシングメールや不審メールが届きづらい設定にしましょう。
〇IDやパスワードを使い回さない
　使い回しによって利用している全てのサービスが乗っ取られる可能性があります。
　利用するサービスごとに異なるIDやパスワードを設定しましょう。
〇電子メールやSMSの内容を鵜呑みにしない
　金融機関などの名前で送信されてきた電子メールの中で、通常とは異なる手順を求められた場合は、必ず金融機関に確認をしてくだ

さい。確認する時は、必ず正規のウェブサイトや金融機関からの郵便物などで連絡先の電話番号を調べてから電話をかけてください。
〇公式サイトや公式アプリからアクセスする
　ID・パスワードなどを入力するウェブページにアクセスする場合は、正規のURLを保存したブックマークやお気に入りからアクセ

スし、アプリを使用する場合は、公式サイトからダウンロードしたものを使用しましょう。

　禁止薬物の使用は、健康に悪い影響を
及ぼすとともに、薬物依存になると、不
安、幻聴、幻覚、被害妄想などの症状が現
れ、とても危険です。
　薬物使用者の多くは、仲間からの誘い
や、ちょっとした好奇心から安易に使い
始めています。薬物使用の危険性は身近
にあり、自分には関係ないと思わないこ
とが大切です。
　薬物について悩みや疑問を感じたとき
は、最寄りの警察署または次の相談窓口
に相談してください。

薬物相談電話　☎055-228-8974

薬物乱用 ダメ！ゼッタイ！
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日
時　
３
月
24
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
３
月
１
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

そ
の
他

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
令
和
６
年
４
月
に
、
小
・
中
学
校

へ
入
学
、進
学
す
る
児
童
を
持
つ「
ひ

と
り
親
家
庭
」
の
世
帯
に
対
し
、
町

か
ら
祝
金
と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き

１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象

　
令
和
５
年
度（
令
和
４
年
所
得
分
）

所
得
税
の
非
課
税
世
帯

　
※
非
課
税
に
は
、
年
少
扶
養
控
除

の
廃
止
及
び
特
定
扶
養
控
除
の

上
乗
せ
部
分
の
廃
止
が
な
い
も

の
と
み
な
し
て
計
算
し
た
場
合

に
税
額
が
ゼ
ロ
と
な
る
場
合
を

含
み
ま
す
。

申
請
方
法

　
子
育
て
支
援
課
窓
口
で
配
布
の
申

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
提
出

申
請
期
限　
３
月
６
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係

（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
）

　
町
で
は
、
Ｊ
Ｒ
国
母
駅
近
く
の
駐

車
場
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
、
令
和
６
年
度
中
の

利
用
申
し
込
み
を
受
付
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
受
付
期
間
内
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
。

場
所　
Ｊ
Ｒ
身
延
線
跨
線
橋
下

　
　
　
（
国
母
駅
近
く
）

受
付
期
間

　

２
月
28
日（
水
）～
３
月
６
日（
水
）

　
※
受
付
は
各
日
午
後
５
時
ま
で

抽
選
日
時
（
予
定
）

　
３
月
11
日
（
月
）
午
後
７
時
～

　

※
応
募
数
が
募
集
区
画
数
内
と

な
っ
た
場
合
、
抽
選
は
行
い
ま

せ
ん
。

　
※
抽
選
を
欠
席
さ
れ
た
場
合
、
抽

選
の
権
利
を
放
棄
し
た
も
の
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

貸
出
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31
日

募
集
区
画　
６
区
画

利
用
料
金

　

１
台
に
つ
き
月
額
３
０
０
０
円

（
年
額
を
契
約
時
に
前
金
払
い
）

そ
の
他

○
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
を
優

先
し
ま
す

○
原
則
、
一
世
帯
に
つ
き
一
台
ま
で

○
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
右
の
条

件
で
絞
り
込
み
の
う
え
抽
選

○
受
付
期
間
経
過
後
に
、
空
き
区
画

の
あ
る
場
合
は
、
右
条
件
に
よ
ら

ず
貸
し
出
し
可
能

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
の
桜
の

開
花
期
間
に
あ
わ
せ
、
山
伏
川
桜
並

木
と
河
西
の
諏
訪
神
社
・
霞
堤
の
桜

に
提
灯
飾
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
紙

漉
阿
原
の
今
川
で
も
桜
が
楽
し
め
ま

す
。

　
爛
漫
と
咲
き
誇
る
町
内
各
所
の
桜

並
木
を
、ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間

　
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
頃

　
（
桜
が
咲
き
終
わ
り
次
第
終
了
）

場
所

①
山
伏
川
の
桜
並
木　
約
１
０
０
本

　
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
店
東

側
付
近
）

②
諏
訪
神
社
と
霞
堤
の
桜　
約
20
本

（
霞
堤
公
園
、
河
西
１
３
６
８
付
近
）

③
今
川
の
桜
並
木　
約
30
本

　
（
紙
漉
阿
原
区
公
会
堂
西
側
付
近
）

※
今
川
は
提
灯
飾
り
を
行
い
ま
せ
ん

そ
の
他

○
①
で
は
一
部
道
路
を
通
行
止
め
に

し
、
お
花
見
に
開
放
し
ま
す
。

○
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

○
他
の
見
物
客
や
近
隣
に
迷
惑
と
な

る
行
為
、
騒
音
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
民
法
及
び
不
動
産
登
記
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
、
相
続
に
よ
り
不
動
産
を
取
得

し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
の
所
有
権
移
転
登
記
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
（
令
和
６
年
４
月
１
日
よ

り
以
前
に
相
続
が
発
生
し
て
い
る
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
法
務
局
に
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
登
記
の
専
門
家
で
あ
る
司
法
書

士
へ
の
相
談
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局

（
☎
２
５
２
‐
７
１
８
６
）

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

（
☎
２
５
３
‐
６
９
０
０
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助

言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門

家
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
多
重
債
務
専
門
相
談
窓
口

（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
９
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

常
識
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
と
い
う
こ
と

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　
本
田 

万
壽
男
（
築
地
新
居
区
）　

No.233

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ

と
と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　　

見
過
ご
し
た
ま
ま
で
は
、
私
た
ち
も

見
過
ご
し
た
ま
ま
で
は
、
私
た
ち
も｢｢

常
識
は

常
識
は

押
し
付
け
て
は
い
け
な
い

押
し
付
け
て
は
い
け
な
い｣｣

と
い
う
常
識
を
押
し

と
い
う
常
識
を
押
し

付
け
る
人
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
常
識

付
け
る
人
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
常
識

と
は
、
社
会
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
の
こ
と

と
は
、
社
会
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
の
こ
と

で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
そ
の
も
の
の
こ
と
を
指

で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
そ
の
も
の
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
常
識
と
は
す
な
わ
ち
、
偏
見
や
先
入

し
ま
す
。
常
識
と
は
す
な
わ
ち
、
偏
見
や
先
入

観
、常
識
な
ら
ぬ
偏
見
を
押
し
付
け
る
人
た
ち
が
、

観
、常
識
な
ら
ぬ
偏
見
を
押
し
付
け
る
人
た
ち
が
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
心
理
で
そ
れ
を
行
っ
て
い

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
心
理
で
そ
れ
を
行
っ
て
い

る
の
か
、

る
の
か
、｢｢

常
識
を
押
し
付
け
る
人

常
識
を
押
し
付
け
る
人｣｣

が
い
る
の

が
い
る
の

で
は
な
く
、
人
間
誰
し
も

で
は
な
く
、
人
間
誰
し
も｢｢

常
識
を
押
し
付
け
て

常
識
を
押
し
付
け
て

し
ま
う
と
き
が
あ
る

し
ま
う
と
き
が
あ
る｣｣

と
い
う
の
が
実
態
に
近
い

と
い
う
の
が
実
態
に
近
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
へ
の

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
へ
の

｢｢

当
た
り
前

当
た
り
前｣｣

の
押
し
売
り
で
す
。
誰
し
も
、
親

の
押
し
売
り
で
す
。
誰
し
も
、
親

か
ら
の
受
け
売
り
的
な
常
識
を
持
っ
て
い
る
か
と

か
ら
の
受
け
売
り
的
な
常
識
を
持
っ
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
が
必
然
的
に
、
そ
の
親
の

思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
が
必
然
的
に
、
そ
の
親
の

教
え
を

教
え
を｢｢

常
識
常
識｣｣

と
無
意
識
に
引
き
継
い
で
し
ま

と
無
意
識
に
引
き
継
い
で
し
ま

う
の
で
す
。

う
の
で
す
。

　

家
族
の
中
で
延
々
と
続
い
て
き
た
、
そ
の

　

家
族
の
中
で
延
々
と
続
い
て
き
た
、
そ
の｢｢

常常

識識｣｣

と
い
う
名
の
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス

と
い
う
名
の
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス･･

バ
イ
ア
ス

バ
イ
ア
ス

（
無
意
識
な
思
い
込
み
に
よ
る
偏
り
、偏
見
・
差
別
）

（
無
意
識
な
思
い
込
み
に
よ
る
偏
り
、偏
見
・
差
別
）

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
い
つ
の
時
代
か
ら
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
い
つ
の
時
代
か
ら
な
の

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
典
型
的
な
「
男

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
典
型
的
な
「
男

尊
女
卑
」に
伴
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
・
人
権
問
題
が

尊
女
卑
」に
伴
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
・
人
権
問
題
が

典
型
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
分
が
こ
の
パ
タ
ー
ン

典
型
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
分
が
こ
の
パ
タ
ー
ン

に
当
て
は
ま
っ
て
い
た
と
後
か
ら
気
づ
く
こ
と
も

に
当
て
は
ま
っ
て
い
た
と
後
か
ら
気
づ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
い
か
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
か
を
改
め

あ
り
ま
す
。
い
か
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
か
を
改
め

て
、
先
入
観
を
解
く
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
推

て
、
先
入
観
を
解
く
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
推

進
と
し
て
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
フ
ェ
ア
（
公

進
と
し
て
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
フ
ェ
ア
（
公

平
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ

平
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ

と
で
、
多
様
な
時
代
を
受
け
入
れ
る
ヒ
ン
ト
が
見

と
で
、
多
様
な
時
代
を
受
け
入
れ
る
ヒ
ン
ト
が
見

え
て
き
ま
す
。

え
て
き
ま
す
。

　

男
女
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と

　

男
女
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
が
緊
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

実
現
が
緊
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

男
は
こ
う
、
女
は
こ
う
と
い
う
固
定
観
念
か

　

男
は
こ
う
、
女
は
こ
う
と
い
う
固
定
観
念
か

ら
、
性
に
よ
る
差
別
を
せ
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
個

ら
、
性
に
よ
る
差
別
を
せ
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
個

性
を
大
事
に
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
ア
ン
コ

性
を
大
事
に
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス

ン
シ
ャ
ス･･

バ
イ
ア
ス
に
対
す
る
取
り
組
み
や
啓

バ
イ
ア
ス
に
対
す
る
取
り
組
み
や
啓

発
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
「
社
会
的
性
差
」
問
題
へ
の

発
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
「
社
会
的
性
差
」
問
題
へ
の

第
一
歩
と
考
え
ま
す
。

第
一
歩
と
考
え
ま
す
。

こんにちは!愛育会です!No.202
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

「
ひ
と
り
親
家
庭
入
学
・
進
学

祝
金
」
の
支
給
に
つ
い
て

駐
車
場
を
貸
し
出
し
ま
す

桜
並
木
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

2 月 10 日（土）、4 年ぶりとなった健康フェスタが総合会館で開催されました。
コロナ禍を経て開催時間を短縮し、それに合わせて絞った内容になりましたが、

大勢の方々にお越しいただきました。短時間ではありましたが、参加された皆さん
は、楽しく過ごすことができたようです。

健康フェスタ２０２4 が開催されました！

・「久しぶりの開催を待っていました」

・「初めて参加しました。子どもとも楽　
　　しく遊ぶことができて良かったです」

・「食推さんの試食、美味しかったです。
　家でも作ってみたいと思います」

…etc　

参加者の声
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化

さ
れ
ま
す

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
イ
ス
に

座
り
な
が
ら
で
も
で
き
る
、
誰
も
が

楽
し
め
る
体
操
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
4
月
よ
り
教
室
の
名
称
が
、
ふ
れ

あ
い
教
室
か
ら「
コ
レ
カ
ラ
教
室
」

に
変
更
し
ま
し
た
。

〈
４ 

月
の
日
程 

〉

　
５
日
（
金
）
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ン
グ

　
11
日
（
木
）
脳
ト
レ
体
操

　
16
日
（
火
）
心
と
身
体
の
健
康
体
操

　
22
日
（
月
）
リ
ン
パ
体
操

　
24
日
（
水
）
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
軽
運
動
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
、飲
み
物
、マ
ス

ク
、
タ
オ
ル
（
体
操
用
）

申
込
受
付

　
３
月
18
日
（
月
）
午
前
９
時
～

新
し
い
体
操
の
紹
介

〇
16
日
の
体
操
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を

中
心
に
、
身
体
に
負
担
の
無
い
優

し
い
体
操
を
行
い
ま
す
。

※
複
数
の
教
室
を
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者

の
た
め
の
体
操
を
開
催
し
ま
す
。

※
健
康
体
操
教
室
か
ら
「
の
び
し
ろ

体
操
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

※
初
日
と
最
終
日
に
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　
4
月
18
日
・
25
日

　
5
月
2
日
・
9
日
・
16
日
、

　
　
　
23
日
・
30
日

　
6
月
6
日
・
13
日
・
20
日

　
7
月
11
日
・
18
日

　
木
曜
日　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
軽
運
動
室

対
象

　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
員　
40
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
０
０
０
円
（
教
室
初
回

に
集
金
）

持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
・
汗
拭
き
タ
オ

ル
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
（
体
操
用
）

講
師

　
エ
ム
ズ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
荻
原 

悦
子 

氏

申
込
開
始

　
・
初
め
て
の
方
…
３
月
25
日

　
・
初
め
て
で
な
い
方
…
３
月
27
日

　
　
両
日
と
も
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
ご
本
人
が
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、
昨
年
か

ら
校
則
の
あ
り
方
や
生
徒
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
、
生
徒
、
保
護
者
や
教

職
員
の
方
々
と
と
も
に
考
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
は
、

映
画
「
夢
見
る
校
長
先
生
～
子
ど
も

フ
ァ
ー
ス
ト
な
公
立
学
校
の
作
り

方
」
の
上
映
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
、
通
知
表
を
廃
止
し

た
小
学
校
、
校
則
を
な
く
し
た
中
学

校
、
宿
題
を
ゼ
ロ
に
し
た
小
学
校
な

ど
と
、
そ
の
よ
う
な
改
革
に
踏
み

切
っ
た
校
長
先
生
た
ち
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
上
映
後
、
オ
オ
タ
ヴ
ィ
ン
監
督
と

校
則
ゼ
ロ
を
実
現
し
た
世
田
谷
区
立

桜
丘
中
学
校
元
校
長
の
西
郷
孝
彦
さ

ん
、
弁
護
士
に
よ
る
パ
ネ
ル
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
自
分
た

ち
の
学
校
で
も
学
校
や
校
則
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
児
童
や
生
徒
が
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ

ン
ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
時

　
３
月
17
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
開
場
午
後
１
時
）

場
所

　
山
梨
県
立
文
学
館
講
堂

参
加
費　
無
料

予
約　
不
要

主
催　
山
梨
県
弁
護
士
会

共
催　
日
本
弁
護
士
連
合
会

　
　
　
関
東
弁
護
士
連
合
会

後
援　
山
梨
県
教
育
委
員
会
ほ
か

　
　
　
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
（
平
日
の
み
）

　
山
梨
県
弁
護
士
会
事
務
局

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

　
山
梨
県
最
低
賃
金
は
、
令
和
５
年

10
月
１
日
か
ら
時
間
額
９
３
８
円
に

改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
山
梨
県
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器

具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
最

低
賃
金
」
は
、
令
和
５
年
12
月
16
日

か
ら
時
間
額
９
９
７
円
に
、「
山
梨

県
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
最
低

賃
金
」
は
、
令
和
５
年
12
月
10
日
か

ら
時
間
額
９
７
１
円
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
山
梨
労
働
局
賃
金
室

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局 

賃
金
室

　
　
　
　
（
☎
２
２
５
‐
２
８
５
４
）

　
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
（
☎
２
２
４
‐
５
６
１
６
）

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な

し
で
は
、
土
地
境
界
の
専
門
家
「
土

地
家
屋
調
査
士
」
と
法
律
の
専
門
家

「
弁
護
士
」
が
協
力
し
て
皆
様
の
ご

相
談
に
応
じ
、
公
正
・
迅
速
・
円
満

な
形
で
問
題
の
解
決
を
目
指
す
よ
う

お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の
相

談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
事
前
の
予
約
が
必
要
で
、
相
談
は

有
料
で
す
。

　
境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
（
甲
府
市
国
母
８
‐
13
‐
30
）

（
☎
２
２
５
‐
３
７
３
７
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

左
記
の
と
お
り
入
会
説
明
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
左
記
の
内
容
の

仕
事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

◎
入
会
説
明
会

対
象　

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

原
則
60
歳
以
上
の
昭
和
町
、
甲
斐

市
、
中
央
市
在
住
の
方

※
会
員
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

年
会
費　
２
０
０
０
円

日
時　
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
午

後
１
時
30
分
～
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

場
所　
峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
議
室

持
ち
物　
筆
記
用
具

※
事
前
に
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
仕
事
を
依
頼
し
た
い
と
き

　
電
話
で
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〈
仕
事
の
内
容
〉

・
除
草
・
せ
ん
定
（
草
取
り
、
草
刈

　
り
、
植
木
の
せ
ん
定
）

・
清
掃
（
屋
内
、
屋
外
）

・
襖
・
障
子
・
網
戸
の
張
り
替
え

・
家
事
サ
ー
ビ
ス
（
洗
濯
、
掃
除
、

買
い
物
等
）

※
そ
の
他
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人
峡
中
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
ま
た
は
退
職
金

ポ
イ
ン
ト
を
積
み
立
て
、
そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

特
長

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
電
子
申
請
で
の
納
付
も
可

能
で
す
。

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
は
建
退
共
ホ
ー
ム 

　
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http
s://w

w
w

.kentaikyo
.

taisyokukin.go.jp/

問
い
合
わ
せ

　
建
退
共
山
梨
支
部

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
４
４
２
１
）

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

排出量t
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可燃ごみ 不燃ごみ

毎月の不燃・可燃ごみ排出量

コ
レ
カ
ラ
教
室（
ふ
れ
あ
い
教
室
）

４
月
の
ご
案
内

防災一口メモ
災害時のデマ拡散に注意を！

　スマホなどで手軽にインターネットが利
用できる昨今、様々な情報を取得・発信す
ることができるインターネットの交流サイ
ト（SNS）は、有効な情報共有ツールです。
しかし、能登半島地震の際にも多数のデマ
が拡散されてしまっていることから、総務
省ではデマが救助活動の妨げになっている
として利用者に注意を呼びかけています。
　デマを拡散させないためには、「その記事
が事実なのか」「自分が広めるべきものなの
か」と一度疑問を持ち、発信源の情報をよ
く確認することが必要です。善意で被災者
を助けるつもりが悪意を拡散していた、な
んてことがないように注意しましょう。

女性防災ネット昭和

老
い
て
来
る
時
の
流
れ
に
逆
ら
え
ず

精
一
杯
肩
肘
張
っ
た
老
の
道

沈
む
夕
日
そ
れ
ぞ
れ
に
見
た
故
里
で

堀
内　

冨
美

抱
い
て
い
た
夢
が
近
づ
く
孫
二
十
歳

生
き
て
い
る
証
に
苦
楽
つ
き
ま
と
う

同
窓
会
上
下
差
の
な
い
丸
い
席

山
本
ひ
ろ
子

 

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

川
柳
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

川
柳

運
動
指
導
事
業

の
び
し
ろ
体
操（
健
康
体
操
教
室
）

　これまで各地区１世帯当たり
のごみ排出量を掲載してきまし
たが、新しい企画記事の掲載の
ご意見等がありましたので、今
月号から特に町民の皆様の生活
に直結する不燃・可燃ごみの排出
状況を掲載します。
　引き続き生ごみの水切りやご
みの分別を徹底し、ごみの減量
を！！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 1 月分の医療費は、
約 8,401 万 9 千円（前年同
月比 4.43% の減）です。
　 ４月に特定健診の案内
を発送します。年に一度自
分自身の健康状態を確認で
きる絶好のチャンスです！
必ず受診しましょう。

❀

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

及
び
仕
事
の
募
集

山
梨
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ

れ
ま
し
た

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

山
梨
県
弁
護
士
会

上
映
会
＆
ト
ー
ク
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

23   広報しょうわ　No.557 広報しょうわ　令和 6 年 3 月号   22



発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

Ｘ（
旧

ツ
イ

ッ
タ

ー
）　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

あとがき

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　

早
い
も
の
で
気
が
付
け
ば
年
度
最
後
の
月
で
す
。

３
月
は
大
き
な
節
目
の
時
期
。
仕
事
や
学
校
で
新
生

活
を
控
え
た
皆
さ
ん
は
慌
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
さ

れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ

の
感
謝
と
新
生
活
へ
の
希
望
を
胸
に
、
し
っ
か
り
と

準
備
を
整
え
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
の
表
紙
は
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
健
康

フ
ェ
ス
タ
で
す
。
「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
！
」
で
は
、

子
ど
も
も
大
人
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
日
常
を
取
り
戻
し
た
復
活
の
一
年

で
し
た
。
新
年
度
か
ら
も
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
お
届
け

で
き
る
広
報
誌
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　食推では12月におやこ食育教
室を実施しました。たくさんの
笑顔に囲まれてとても楽しい時
間となりました。お家ではなか
なか家族一緒に料理をすること
ができなくて…というお声もい
ただきました。
　そこでおすすめしたいのが
ホットプレート料理です。ホッ
トプレートを使えば一気に調理
することができ、テーブル上で
調理をしながら皆で会話と食事
を楽しむことができます。皆で
食材がお料理へ変身していく様
子を共有し、自分たちで作っ
た！という達成感は自信にもつ
ながっていきます。たこ焼きや
オムライス、餃子やビビンパ
等、色々作ってみましょう♪

みんなで食卓を囲もう

いかのお好み焼き

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
①	いかの足は吸盤を削ぎ取ってざく切りにします。
　	エンペラは細切り、あさつきは小口切りにします。
②	生地の材料をよく混ぜ合わせ、①を加えてさっくり

混ぜます。
③	ホットプレートを熱して油を薄くひき、②を大さじ

２ずつとって落とし、平にならして焼きます。
④	焼き色がついたら裏返して、ヘラで押し付けるよう

にして両面からよく火を通します。
⑤	焼きたてにソースをかけて召し上がれ。

◆ 材料（２人分）
いかの足とエンペラ
　　　　 ……… 2杯分
あさつき ……… 6本
小麦粉 ………… 2/3カップ
塩 ……………… ひとつまみ
溶き卵 ………… 1個分
水 ……………… 1/2カップ
油 ……………… 適量
お好みのソース
　　　　 ……… 適量

レシピ提供

紙漉阿原地区食生活改善推進員

広報しょうわではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙※をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（50 文字以内）とともに、
ご自慢のお子さんのお写真を広報にお寄せください！ ※写真のサイズによっては特別表紙が作成できない場合があります。

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

大募集
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